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現在受給中の人対　　　象手　当　名

「現況届」を未提出の人は早急に提出してくだ
さい。提出されない場合は手当が支給されない
ことがありますので、ご注意ください。

小学校第３学年修了前の児童を監護※して
いる人

①児童手当

８月３１日�までに「現況届」を社会福祉課また
は各地域局住民福祉課へ提出してください。

母子家庭（父・母が婚姻を解消した、父が死
亡した、父が重度の障害状態にある、父が
行方不明、父が児童を１年以上遺棄してい
る、母が婚姻によらないで懐胎した等の状
態にある児童を養育している家庭）であり
１８歳未満の児童を監護している人

②児童扶養手当

９月１２日�までに「所得状況届」を社会福祉課
または各地域局住民福祉課へ提出してくださ
い。

２０歳未満の精神または身体に障害のある児
童を監護している人

③特別児童扶養手当

８月２５日�までに「現況届」を社会福祉課また
は各地域局住民福祉課へ提出してください。

２０歳未満で精神または身体に重度の障害が
あり、日常生活において常時特別な介護が
必要な児童

④障害児福祉手当

２０歳以上で精神または身体に重度の障害が
あり、日常生活において常時特別な介護を
必要とする人

⑤特別障害者手当

 ※監護･･･児童の生活の面倒をみていること
ただし、次の場合は手当を受けられません。
①　　　受給される人の所得が一定額を超える場合
②～⑤　受給者、障害者（児）または扶養義務者の所得が一定額を超える場合
②～⑤　対象児童、障害者（児）が社会福祉施設・児童入所施設等に入所している場合など

年　　金　　額対　　　象年金（激励金）名

《年額》

①の場合 ･････････････････ ７３,５００円

②の場合 ･････････････････ ３６,８００円

身体に障害がある２０歳未満の児童で、下記に該
当するもの。ただし、障害児福祉手当を受給中
の人は対象になりません。
①身体障害者手帳１・２級、または知能指数が
おおむね３５以下の場合
②身体障害者手帳３級、または知能指数がおお
むね３６以上５０以下の場合

①心身障害児童年金

《児童１人につき／年額》

両親を亡くした児童 ･･･････ ３６,８００円
両親の一方を亡くした児童 ･･･ ２４,３００円

両親またはその一方を亡くした児童で、１５歳に
達した年度末までのもの、および、その後も引
き続き中学校に在学するもの。

②遺児年金

小学校・中学校入学時 ･････ １０,０００円
中学校（中学部）卒業時 ･････ １０,０００円
在学中遺児となったとき ･･･ １０,０００円

保護者と死別した義務教育終了前の児童で、保
護世帯または保護世帯に準ずる世帯に属して
いるもの。

③遺児激励金

■問い合わせ　社会福祉課児童福祉係（��０２６４）、または各地域局住民福祉課（有漢��３２１１、
　　　　　　　成羽��３２１１、川上��２２００、備中��４５１２）へ
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年
度
保
険
料
の
額
が
確
定

１７
　
　

歳
以
上
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い

６５
た
だ
い
て
い
る
平
成　

年
度
の
介
護

１７

保
険
料
額
が
確
定
し
ま
し
た
。
暫
定

的
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
第
１
期
、

第
２
期
の
保
険
料
と
合
わ
せ
て
精
算

し
ま
す
。
新
た
な
納
付
通
知
書
は
９

月
中
旬
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。
な
お
、

平
成　

年
度
の
保
険
料
は
、
旧
市
町

１７

の
取
り
扱
い
を
継
承
し
、
統
一
保
険

料
の
適
用
は
平
成　

年
度
賦
課
分
か

１８

ら
に
な
り
ま
す
。　

　

ま
た
、
旧
市
町
間
で
住
所
異
動
が

あ
っ
た
場
合
、
異
動
先
の
保
険
料
が

適
用
に
な
り
ま
す
。

減
免
制
度
が
あ
り
ま
す

　

保
険
料
の
減
免
は
、
災
害
で
被
害

を
受
け
た
場
合
や
、
保
険
料
の
第
２

段
階
に
該
当
す
る
人
で
、
年
間
の
総

収
入
金
額
が　

万
２
千
円
以
下
の
場

４１

合
に
対
象
と
な
り
ま
す
。　

　

な
お
、申
請
書
は
市
役
所
税
務
課
、

高
齢
福
祉
課
、
各
地
域
局
・
地
域
市

民
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
の
で
、該
当

す
る
人
は
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
市
民
税
係

（
�
�
０
２
１
４
）

老
人
保
健
福
祉

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

　

先
月
号
に
続
き
、
今
年
３
月
に
市

が
行
っ
た
「
老
人
保
健
福
祉
計
画
及

び
介
護
保
険
事
業
計
画
」
の
改
正
に

伴
う
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
報
告

書
か
ら
、
最
終
回
は
自
由
意
見
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

▽
高
齢
者
一
般

　

（
意
見
総
数
４
０
５
件
）

〇
病
院
へ
の
通
院
が
度
々
あ
る
の
に

タ
ク
シ
ー
し
か
交
通
手
段
が
な

い
。通
院
の
た
め
の
支
援
を
望
む
。

〇
福
祉
の
充
実
に
よ
り
保
険
料
の
負

担
増
に
つ
な
が
る
の
で
あ
れ
ば
、
特

に
要
望
は
な
い
。

〇
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
く
て

も
年
金
生
活
で
は
難
し
い
。

〇
今
後
は
家
族
介
護
を
増
や
す
べ
き

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
支
援
対
策

を
充
実
し
て
ほ
し
い
。

〇
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
工
作
な
ど
を

主
体
と
し
た
活
動
や
水
泳
、
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
、
卓
球
な
ど
、
皆
で
楽
し

め
る
場
所
が
あ
る
と
健
康
も
保
た

れ
る
の
で
は
な
い
か
。

〇
将
来
、
夫
婦
の
内
ど
ち
ら
か
が
倒

れ
た
場
合
に
介
護
は
難
し
い
。
い
つ

で
も
入
所
で
き
る
施
設
が
ほ
し
い
。

▽
在
宅
認
定
者

　

（
意
見
総
数
１
１
８
件
）

〇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
入
所
を

希
望
し
て
も
申
請
か
ら
３
〜
５
年

待
た
な
け
れ
ば
利
用
で
き
な
い
。

〇
移
送
サ
ー
ビ
ス
は
、
身
体
状
態
に

応
じ
た
も
の
に
し
て
ほ
し
い
。

〇
今
、
痴
ほ
う
が
進
み
か
け
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
れ
ば
い
い

の
か
分
か
ら
な
い
。

▽
施
設
認
定
者（
意
見
総
数　

件
）

１６

〇
充
実
し
た
施
設
へ
入
所
で
き
る
こ

と
は
幸
せ
だ
。老
人
の
年
金
（
国
民

年
金
）
で
負
担
で
き
る
程
度
な
ら

こ
の
上
も
な
く
あ
り
が
た
い
こ
と

だ
。

〇
施
設
の
職
員
さ
ん
の
数
が
少
な
く

て
仕
事
が
ハ
ー
ド
す
ぎ
る
。
職
員

が
も
う
少
し
心
身
に
余
裕
を
持
っ

た
状
態
で
、
仕
事
が
で
き
る
よ
う

に
し
て
あ
げ
た
い
。

▽
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

　

（
意
見
総
数　

件
）

１０

〇
介
護
支
援
専
門
員
の
責
任
は
重

く
、
仕
事
の
量
も
多
い
。介
護
保
険

利
用
者　

人
を
一
人
で
受
け
持
つ

５０

の
は
無
理
が
あ
る
。

〇
利
用
者
の
中
で
要
支
援
、
要
介
護

１
と
軽
度
介
護
者
が
多
い
の
で
、

新
予
防
給
付
（
来
年
４
月
か
ら
創

設
さ
れ
る
）へ
の
不
安
が
多
い
。

〇
緊
急
の
場
合
に
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

の
空
き
が
な
く
利
用
で
き
な
い
。

〇
家
族
や
利
用
者
に
と
っ
て
、サ
ー
ビ

ス
利
用
に
伴
う
手
続
き
が
、
複
雑

で
あ
る
。

※
紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
ご
意
見
の

一
部
を
省
略
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

高
齢
福
祉
課
介
護

保
険
係（
�
�
０
２
６
５
）

���

ご
確
認
く
だ
さ
い

ご
確
認
く
だ
さ
い

介
護
保
険
料

介
護
保
険
料


